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鈴
木
正
三
に
お
け
る
「
役
・
分
」
論
加
　
藤
　
み
ち
子
　
近
世
幕
藩
制
社
会
が
、
「
士
農
工
商
の
四
民
を
軸
と
す
る
身
分
制
社
会
」
で
あ
り
、
こ
の
身
分
制
社
会
を
支
え
る
思
惟
と
し
て
、
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
想
的
に
体
系
化
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
が
「
職
分
」
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
良
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世
的
な
「
家
」
の
成
立
に
伴
い
、
「
家
職
」
「
家
業
」
の
持
続
を
第
一
義
と
す
る
身
分
的
家
職
論
が
生
成
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
周
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
一
般
に
、
近
世
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
「
職
分
論
的
」
言
説
は
、
幕
藩
制
支
配
秩
序
で
あ
る
「
士
農
工
商
を
軸
と
す
る
上
下
の
序
列
」
を
意
味
す
る
「
身
分
制
度
／
幕
藩
主
従
制
原
理
」
及
び
「
家
業
・
家
職
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
家
父
長
制
原
理
・
祖
先
崇
拝
」
と
結
び
付
く
思
惟
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
　
「
農
業
則
仏
行
な
り
」
（
六
八
頁
）
「
此
売
買
の
作
業
は
、
国
中
の
自
由
を
な
さ
し
む
べ
き
役
人
に
、
天
道
よ
り
あ
た
へ
た
ま
ふ
所
也
」
（
七
一
頁
）
と
い
う
言
説
に
よ
っ
て
『
四
民
日
用
』
を
著
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
江
戸
初
期
の
禅
僧
、
鈴
木
正
三
（
一
五
七
一21一
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
九
～
一
六
五
五
年
）
の
思
惟
は
、
職
分
・
家
職
を
説
く
、
近
世
的
思
惟
の
一
つ
の
典
型
を
示
す
と
評
さ
れ
て
き
た
。
と
同
時
に
、
近
世
に
お
い
て
最
も
普
及
し
た
、
儒
教
原
理
を
中
心
と
し
た
職
分
論
に
対
し
て
、
仏
教
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
ま
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
職
分
論
的
言
説
の
成
立
の
最
初
期
に
当
た
る
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
き
た
。
他
方
、
こ
の
説
は
近
世
仏
教
者
と
し
て
の
独
自
性
を
表
す
も
の
と
し
て
、
正
三
研
究
の
文
脈
に
お
い
て
も
、
様
々
な
評
価
を
伴
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
但
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、
正
三
の
「
職
分
」
論
と
さ
れ
る
言
説
は
、
幕
府
の
身
分
制
度
・
支
配
思
想
で
あ
る
「
身
分
・
職
分
・
家
職
」
の
文
脈
と
、
相
応
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
係
に
あ
る
職
分
論
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
前
記
の
発
想
に
基
づ
け
ば
当
然
の
結
論
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
正
三
の
思
惟
を
「
近
世
職
分
論
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
、
妥
当
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
近
年
の
近
世
身
分
制
研
究
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
幕
府
側
の
身
分
制
秩
序
の
構
想
と
し
て
良
く
知
ら
れ
て
い
る
図
式
と
、
現
実
の
身
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
分
制
社
会
の
内
実
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、
従
来
の
近
世
身
分
制
社
会
論
の
前
提
に
立
っ
て
考
察
さ
れ
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
職
分
論
的
言
説
」
に
つ
い
て
も
、
再
考
す
る
必
要
が
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
正
三
の
活
躍
し
た
十
七
世
紀
前
半
は
、
確
固
た
る
自
明
の
存
在
と
し
て
の
体
制
秩
序
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
身
分
制
秩
序
を
想
定
で
き
か
ね
る
時
代
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
正
三
の
「
職
分
論
的
」
言
説
の
意
味
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
際
、
従
来
正
三
の
思
惟
の
特
質
と
し
て
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
十
分
に
論
及
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
、
「
仏
教
的
」
思
惟
を
背
景
に
持
つ
こ
と
の
意
味
と
の
関
連
に
留
意
し
つ
つ
考
察
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。
一22一
二
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
　
正
三
の
「
職
分
論
的
」
言
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
、
近
世
の
「
職
分
論
」
に
つ
い
て
、
本
論
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
　
一
般
に
、
近
世
社
会
の
「
身
分
」
は
、
世
襲
的
な
家
制
度
に
結
び
付
い
た
階
層
秩
序
で
あ
り
、
職
業
上
の
区
別
、
居
住
空
間
の
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
、
国
役
上
の
区
別
を
伴
う
、
士
農
工
商
の
四
民
を
軸
と
す
る
、
改
変
不
能
な
区
別
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
「
身
分
1
1
家
職
1
1
職
分
」
論
で
あ
る
と
、
差
し
当
た
り
定
式
化
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
近
年
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
若
干
の
修
正
を
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
と
、
事
実
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
厳
密
に
は
必
ず
し
も
職
業
上
の
区
別
と
身
分
上
の
区
別
は
一
致
せ
ず
、
「
四
民
（
士
農
工
商
）
」
は
、
支
配
層
が
考
案
し
た
法
制
度
的
身
分
区
別
そ
の
も
の
と
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
身
分
制
度
の
実
態
は
、
士
．
庶
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
（
百
姓
・
町
人
）
・
被
差
別
民
、
及
び
各
階
層
内
部
で
の
上
下
で
あ
る
。
又
、
身
分
職
業
間
の
移
動
は
、
一
貫
し
て
完
全
に
改
変
不
能
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
唾
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
「
四
民
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
に
は
庶
民
・
平
民
間
の
生
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
の
差
異
を
代
表
す
る
定
型
句
と
し
て
流
行
し
た
の
で
あ
軌
，
そ
の
中
で
、
為
政
者
は
、
士
を
筆
頭
に
置
く
「
四
民
」
論
を
士
（
政
治
支
配
担
当
者
）
の
存
在
理
由
を
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
利
用
し
て
、
「
四
民
1
1
身
分
1
1
職
分
論
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
従
来
確
面
た
る
不
変
の
幕
藩
制
身
分
秩
序
と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
四
民
1
1
身
分
1
1
家
職
1
1
職
分
」
と
い
う
図
式
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
も
不
動
で
も
一
貫
し
た
前
提
で
も
な
い
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
近
世
に
お
い
て
語
ら
れ
る
身
分
・
家
職
・
職
分
を
巡
る
諸
言
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
、
多
様
な
意
味
を
含
み
得
る
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
前
提
に
し
た
上
で
、
「
近
世
職
分
論
」
と
言
い
得
る
指
標
を
、
以
下
の
三
点
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
　
第
一
点
は
、
身
分
（
士
農
工
商
を
代
表
と
す
る
）
と
い
う
観
点
を
内
に
含
ん
だ
職
分
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
士
農
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
商
」
の
概
念
は
儒
教
古
典
に
典
拠
を
持
つ
、
庶
民
の
生
業
の
区
別
を
示
す
概
念
で
あ
る
が
、
「
士
」
を
日
本
近
世
の
兵
農
分
離
を
前
一23一
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
提
と
し
た
「
武
士
」
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
捕
ら
え
る
「
四
民
（
士
農
工
商
）
」
は
、
近
世
に
お
け
る
諸
身
分
（
生
業
と
居
住
地
と
国
役
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
）
を
著
す
言
葉
と
し
て
、
「
近
世
的
」
な
そ
れ
の
典
型
と
見
倣
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
世
に
お
け
る
職
分
論
は
、
一
般
に
、
こ
の
観
点
を
内
包
す
る
。
例
え
ば
、
「
閣
商
ハ
、
天
下
ヲ
治
ル
相
ト
ナ
ル
。
四
用
カ
ケ
テ
ハ
、
助
ケ
無
カ
ル
ベ
シ
。
四
民
治
メ
玉
フ
ハ
、
君
ノ
職
ナ
リ
・
君
ヲ
相
ル
ハ
四
翔
ナ
強
」
（
引
用
中
の
傍
線
は
筆
者
・
以
下
同
様
・
）
の
よ
う
に
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
士
農
工
商
の
意
味
を
、
現
実
と
の
関
係
に
お
い
て
、
厳
密
に
ど
の
様
に
把
握
す
る
か
（
上
下
尊
卑
の
序
列
か
職
業
上
の
区
別
か
、
「
世
襲
的
固
定
的
」
と
考
え
る
か
否
か
、
な
ど
）
に
関
し
て
は
、
時
代
や
地
域
や
思
想
的
立
場
に
よ
っ
て
様
々
な
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
生
業
（
職
V
の
区
別
を
身
の
区
別
の
指
標
と
し
て
と
ら
え
る
、
「
士
農
工
商
」
と
い
う
観
点
を
前
提
と
し
て
持
っ
た
職
分
論
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
第
二
点
は
、
「
家
／
家
職
」
論
を
内
に
含
ん
だ
職
分
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
家
」
「
家
職
」
「
家
業
」
と
い
う
言
葉
は
、
近
世
以
前
か
ら
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
近
世
的
「
家
」
観
念
を
前
提
と
す
る
「
家
職
」
「
家
業
」
論
で
あ
る
。
近
世
的
「
家
」
と
は
、
「
特
定
の
生
業
」
（
家
職
）
を
世
襲
的
に
継
承
し
、
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
た
家
産
・
家
名
・
家
業
を
維
持
存
続
発
展
さ
せ
て
子
々
孫
々
に
伝
え
る
事
を
義
務
と
す
る
。
従
っ
て
、
「
家
業
」
の
維
持
発
展
を
目
的
と
す
る
「
精
勤
」
や
、
血
縁
上
の
親
や
祖
先
へ
の
「
孝
」
が
き
わ
め
て
重
視
・
奨
励
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
祖
先
崇
拝
・
家
父
長
的
原
理
を
核
と
す
る
も
の
で
あ
る
　
　
　
　
ハ
む
と
い
え
よ
う
。
そ
の
成
立
の
主
要
な
要
素
の
一
つ
に
「
家
職
」
「
家
業
」
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
近
世
的
「
家
」
は
、
　
一
般
に
、
士
農
工
商
の
身
分
的
職
業
的
身
分
編
成
の
単
位
と
し
て
了
解
さ
れ
、
例
え
ば
、
「
そ
れ
天
下
の
四
民
士
農
工
商
と
わ
か
れ
、
各
其
職
分
を
つ
と
め
、
ー
．
・
」
「
我
職
分
を
知
ら
ず
は
・
ー
を
亡
す
に
近
か
る
べ
隠
・
」
と
い
う
よ
う
に
「
家
職
1
1
職
分
論
」
と
し
て
成
立
す
る
。
但
し
、
こ
の
「
家
職
・
家
業
」
と
「
身
分
1
1
職
分
」
の
関
係
も
、
当
然
な
が
一24一
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
ら
、
近
世
社
会
に
お
け
る
、
家
・
家
職
観
の
変
遷
、
身
分
体
制
の
安
定
度
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
第
三
点
は
、
生
業
（
職
）
に
よ
る
区
別
（
分
）
が
立
て
ら
れ
、
職
・
業
上
の
区
別
に
応
じ
て
、
各
々
の
職
・
業
自
体
の
価
値
を
認
め
、
各
々
の
職
・
業
活
動
に
精
励
す
る
こ
と
に
、
道
徳
的
価
値
を
認
め
よ
う
と
す
る
思
惟
で
あ
り
、
そ
の
意
義
や
価
値
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
・
業
活
動
に
精
励
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
と
い
う
、
正
し
く
「
職
分
」
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
に
、
生
産
的
経
済
的
に
補
い
合
う
共
同
体
に
お
け
る
、
部
分
的
機
能
の
遂
行
の
意
識
と
し
て
示
さ
れ
る
。
但
し
、
そ
の
職
・
業
の
意
義
を
成
り
立
た
せ
る
、
よ
り
ど
こ
ろ
は
様
々
で
あ
り
、
狭
く
は
、
自
分
の
身
一
つ
（
あ
る
い
は
、
そ
こ
に
付
随
す
る
最
小
限
の
家
族
）
を
生
存
さ
せ
る
こ
と
を
価
値
の
根
源
に
置
く
、
「
各
唯
食
ヲ
求
ム
ル
事
不
レ
暇
、
一
年
ノ
間
一
日
一
時
モ
飛
走
游
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昆
ヲ
忘
ル
ル
事
ナ
シ
。
物
皆
然
リ
。
而
シ
テ
、
人
ノ
上
二
農
工
商
又
、
如
レ
此
」
の
よ
う
な
も
の
に
始
ま
り
、
先
に
示
し
た
家
職
論
の
よ
う
な
、
先
祖
代
々
の
家
産
・
家
業
・
家
財
の
維
持
継
続
の
単
位
で
あ
る
「
家
」
を
根
拠
と
す
る
も
の
や
、
主
君
あ
る
い
は
人
君
を
頂
点
と
す
る
政
治
的
国
家
秩
序
に
お
け
る
「
君
」
を
根
拠
と
す
る
、
「
世
界
の
惣
体
を
士
農
工
商
之
四
民
に
立
候
…
各
其
自
の
役
を
の
み
い
た
し
候
へ
共
、
相
互
に
助
け
あ
ひ
て
、
一
色
か
け
候
ひ
て
も
国
土
は
立
不
レ
申
候
。
…
満
世
界
の
人
こ
と
ご
と
く
人
君
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
民
の
父
母
と
な
り
給
ふ
を
助
け
候
役
人
に
候
」
の
よ
う
な
も
の
。
同
じ
く
政
治
的
秩
序
で
は
あ
る
が
、
君
と
い
う
よ
り
「
天
下
国
家
」
　
　
　
　
　
　
　
　
む
に
重
点
の
あ
る
も
の
。
そ
し
て
、
広
く
は
天
地
生
成
の
全
体
的
働
き
で
あ
る
「
天
・
天
道
」
に
そ
の
価
値
の
根
源
を
置
く
「
天
人
を
生
じ
、
其
才
に
よ
り
て
、
人
に
益
あ
る
事
を
な
さ
し
め
給
ふ
。
上
た
る
人
の
世
を
経
済
し
給
ふ
よ
り
、
下
一
材
一
芸
あ
る
者
に
至
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ま
で
、
其
程
々
に
つ
け
て
人
に
益
あ
る
事
を
な
す
は
各
々
そ
の
天
職
な
り
」
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
天
職
論
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
価
値
観
の
根
源
に
向
け
て
、
現
在
目
の
前
の
「
職
・
業
」
の
存
在
価
値
が
示
さ
れ
、
各
々
の
「
職
・
業
」
精
勤
を
奨
励
す
る
こ
と
が
肝
的
ど
レ
で
示
さ
れ
る
点
に
、
職
分
論
を
ま
さ
し
く
職
分
論
た
ら
し
め
る
特
色
を
見
一25一
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
本
論
で
は
、
以
上
の
三
つ
の
特
色
を
も
っ
て
三
「
近
世
職
分
論
」
の
指
標
と
し
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
　
そ
れ
で
は
、
前
記
の
指
標
を
手
掛
か
り
に
正
三
の
思
惟
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
正
三
に
お
い
て
「
身
分
（
四
民
）
」
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
。
　
正
三
の
「
職
分
論
的
」
と
さ
れ
る
言
説
は
、
武
士
日
用
・
農
人
日
用
・
職
人
日
用
・
商
人
日
用
よ
り
な
る
『
四
民
日
用
』
と
い
う
著
作
か
ら
典
型
的
に
読
み
取
れ
る
。
こ
の
著
の
構
成
の
み
か
ら
し
て
も
、
正
三
が
、
士
農
工
商
の
四
民
と
い
う
発
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
正
三
は
、
こ
の
著
作
執
筆
の
経
緯
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
四
民
ハ
、
去
人
、
武
勇
ノ
上
ニ
テ
用
ル
ヤ
ウ
ニ
書
与
ヨ
ト
云
二
傍
テ
書
ク
次
デ
ニ
、
末
ノ
三
段
ヲ
書
添
テ
四
民
日
用
ト
ス
。
四
段
共
二
用
ヒ
様
ハ
　
ツ
也
。
業
替
タ
ル
計
也
。
」
（
二
二
五
頁
）
す
な
わ
ち
、
「
四
民
」
日
用
と
は
い
っ
て
も
、
「
四
民
と
い
う
枠
組
み
」
の
「
区
別
」
を
前
提
に
、
発
想
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
も
と
も
と
は
、
特
定
の
人
に
具
体
的
に
語
っ
た
コ
つ
」
の
こ
と
を
、
敷
術
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
鍛
冶
番
匠
を
は
じ
め
て
、
鋼
な
く
し
て
は
、
世
界
の
用
所
、
調
べ
か
ら
ず
。
武
出
な
く
し
て
世
治
べ
か
ら
ず
。
劇
川
な
く
し
て
世
界
の
食
物
あ
る
べ
か
ら
ず
、
商
川
な
く
し
て
世
界
の
自
由
、
成
べ
か
ら
ず
、
此
劉
、
出
来
て
、
世
の
た
め
と
な
る
。
天
地
を
さ
た
し
た
る
人
も
あ
り
、
文
字
を
造
出
た
る
人
も
有
、
五
臓
を
分
て
医
道
を
施
人
も
あ
り
。
ー
出
て
…
」
（
七
〇
頁
）
一26一
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
と
い
う
用
い
方
を
見
る
と
、
「
四
民
」
の
中
身
が
士
農
工
商
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
「
四
民
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
単
に
定
型
句
と
し
て
の
表
現
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
士
農
工
商
の
順
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
更
に
諸
々
の
生
業
・
種
々
の
事
業
が
、
並
び
称
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
「
四
民
」
と
い
う
よ
り
も
「
万
民
」
、
「
上
下
の
序
列
」
と
い
う
よ
り
も
、
「
並
列
さ
れ
る
種
々
の
事
業
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
事
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
又
、
士
の
事
業
の
内
容
が
、
「
世
治
ま
る
」
で
あ
る
に
せ
よ
、
山
鹿
素
行
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
士
と
農
工
商
他
の
庶
民
を
裁
然
と
区
別
し
、
特
別
に
支
配
・
非
支
配
関
係
と
す
る
構
造
も
み
ら
れ
な
い
。
『
四
民
日
用
』
の
内
、
正
三
に
と
っ
て
「
武
士
日
用
」
が
核
に
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
出
発
点
の
著
作
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
武
士
の
役
分
の
み
を
他
の
三
民
に
対
し
て
特
権
的
地
位
と
見
倣
す
と
い
う
立
場
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
武
士
の
業
と
し
て
は
、
「
武
士
た
る
人
、
是
を
修
し
て
何
ぞ
丈
夫
の
心
に
至
ら
ざ
ら
ん
や
」
（
六
五
頁
）
「
武
勇
ノ
家
二
生
ル
・
人
ハ
、
君
恩
ヲ
報
ゼ
ン
ガ
為
二
、
義
ヲ
重
ジ
テ
、
命
ヲ
軽
ズ
ル
事
、
侍
ノ
本
意
也
。
」
（
三
〇
四
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
支
配
統
治
で
は
な
く
、
「
武
勇
」
「
奉
公
」
と
い
う
面
に
見
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
四
民
（
万
民
）
共
に
「
業
か
わ
り
て
も
用
ひ
様
は
一
つ
」
と
い
う
、
事
業
と
し
て
の
平
等
性
が
、
建
て
前
で
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
平
等
性
と
は
、
「
仏
法
修
行
は
諸
の
業
障
を
滅
尽
し
て
、
一
切
の
苦
を
去
。
此
心
即
士
農
工
商
の
上
に
用
て
身
心
安
楽
の
宝
な
り
。
」
（
六
四
頁
）
す
な
わ
ち
、
「
業
障
を
尽
く
す
仏
法
修
行
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
次
に
、
「
家
職
」
「
家
業
」
を
め
ぐ
る
言
説
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
「
家
職
ヲ
可
レ
勤
ヲ
モ
不
知
…
」
（
二
九
五
頁
）
「
家
職
を
余
所
に
し
て
無
益
の
事
に
好
み
…
」
（
五
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
正
三
に
お
い
て
も
、
「
家
職
」
「
家
業
」
に
精
勤
す
る
こ
と
を
勧
め
、
家
業
以
外
の
こ
と
に
気
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
、
否
定
す
る
思
惟
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
、
家
業
以
外
の
こ
と
、
家
業
に
対
立
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
無
益
の
事
」
と
一27一
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
は
、
「
我
元
ヨ
リ
家
職
ヲ
捨
テ
、
法
ヲ
求
ル
事
嫌
也
。
殊
二
侍
ノ
ヲ
ツ
キ
ル
杯
ハ
、
カ
ジ
ケ
タ
心
也
。
修
行
ノ
為
ニ
ハ
奉
公
二
過
タ
ル
事
ナ
シ
。
」
（
二
一
二
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
自
ら
の
生
家
の
家
業
以
外
の
す
べ
て
の
行
為
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
本
来
仏
教
者
で
あ
る
正
三
の
立
場
に
お
い
て
は
、
至
上
の
価
値
で
あ
る
筈
の
、
法
を
求
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
仏
道
修
行
す
ら
入
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
面
か
ら
見
る
と
、
一
見
、
正
三
も
「
近
世
家
職
論
」
の
文
脈
に
立
っ
た
思
惟
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
正
三
の
「
家
」
理
解
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
が
適
切
で
な
い
こ
と
が
明
か
と
な
る
。
　
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
近
世
的
「
家
」
を
構
成
す
る
主
要
な
要
素
は
、
「
家
産
」
「
家
督
」
の
相
続
に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ
る
「
家
」
の
維
持
・
存
続
を
重
視
す
る
観
念
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
「
家
職
論
」
の
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
家
職
を
勤
妙
を
ご
ど
に
よ
っ
て
、
家
が
存
続
し
、
家
財
家
業
が
維
持
発
展
す
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
目
指
さ
れ
、
又
、
祖
先
崇
拝
・
父
母
へ
の
孝
を
重
視
し
、
子
々
孫
々
・
先
祖
代
々
へ
と
向
か
う
意
識
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
正
三
に
は
、
そ
う
い
う
発
想
が
な
い
。
家
職
を
勤
め
る
べ
き
こ
と
が
、
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
「
己
を
知
…
身
の
上
を
知
る
」
（
五
一
頁
）
「
自
己
の
分
上
を
知
る
」
（
八
五
頁
）
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
文
脈
で
あ
り
、
そ
の
際
問
題
と
な
る
の
は
、
自
己
の
行
為
を
通
し
て
の
「
家
」
の
維
持
存
続
発
展
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
己
の
行
為
を
通
し
て
自
己
の
身
上
・
分
上
を
知
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
　
又
、
正
三
も
、
仏
事
を
行
っ
て
死
者
の
霊
を
弔
う
と
い
う
中
世
末
期
以
来
広
く
行
わ
れ
た
仏
法
者
の
系
譜
に
連
な
っ
て
「
亡
者
弔
に
経
陀
羅
尼
を
論
し
、
仏
行
を
修
」
（
九
〇
頁
）
「
霊
気
弔
い
」
（
二
五
〇
頁
）
と
い
う
行
為
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
。
但
し
、
代
々
の
祖
霊
の
み
を
特
別
に
供
養
す
る
こ
と
へ
の
関
心
は
無
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
代
々
ノ
先
祖
ヲ
始
メ
、
親
類
並
二
、
見
聞
シ
程
ノ
人
、
三
界
ノ
万
霊
二
至
マ
デ
、
回
向
シ
玉
フ
ベ
キ
者
也
」
（
＝
二
一
頁
）
と
、
直
系
の
祖
先
も
親
類
も
、
通
り
す
が
り
の
人
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
の
人
も
、
死
者
も
生
者
も
、
平
等
に
供
養
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
正
三
に
と
っ
て
は
、
三
界
の
万
霊
（
一
一
二
一28一
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
一
頁
）
、
無
縁
法
界
（
一
七
九
頁
）
は
、
同
レ
ベ
ル
の
供
養
の
対
象
な
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
「
孝
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
彼
に
お
い
て
、
「
父
母
」
や
祖
先
へ
の
「
孝
」
が
説
か
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
父
母
」
へ
の
関
係
は
、
主
と
し
て
「
父
母
の
恩
」
と
い
う
形
で
示
さ
れ
る
が
、
「
四
恩
」
「
衆
生
恩
」
と
い
う
も
ろ
も
ろ
の
「
恩
」
の
中
で
了
解
さ
れ
る
（
五
二
頁
）
。
こ
の
こ
と
は
、
正
三
に
と
っ
て
、
父
母
と
の
関
係
が
、
尊
重
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
世
界
内
に
お
け
る
自
己
の
身
の
諸
関
係
と
し
て
、
他
と
比
べ
て
突
出
し
た
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
他
の
根
拠
と
合
わ
せ
て
、
「
家
」
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
柄
に
当
て
嵌
ま
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
彼
に
と
っ
て
、
「
家
」
そ
し
て
「
家
職
」
「
家
業
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
正
三
は
、
「
家
職
」
に
、
仏
道
修
行
の
場
と
し
て
の
意
味
を
見
る
こ
と
で
、
家
職
の
場
に
お
い
て
、
自
ら
の
業
に
励
む
こ
と
を
「
役
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。
「
家
職
ヲ
以
ッ
テ
入
二
仏
道
一
ノ
理
也
。
…
夫
、
武
勇
ノ
家
二
生
ル
人
ハ
、
…
常
二
一
心
堅
固
二
用
ズ
シ
テ
叶
ザ
ル
役
人
也
。
」
（
二
八
五
頁
）
正
三
に
と
っ
て
仏
道
修
行
と
は
「
出
家
」
で
あ
り
、
出
家
と
は
、
い
わ
ゆ
る
僧
侶
生
活
を
行
う
こ
と
と
い
う
よ
り
も
、
仏
弟
子
で
あ
る
こ
と
、
三
界
（
自
己
を
思
う
↓
念
）
か
ら
出
離
す
る
よ
う
に
生
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
　
（
2
3
）
か
ら
、
逆
に
正
三
に
と
っ
て
「
家
」
と
は
、
「
世
間
」
（
三
界
）
の
事
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
「
家
職
」
と
は
、
人
と
し
て
「
世
法
」
内
に
生
起
し
た
こ
と
に
お
い
て
、
生
起
し
た
と
い
う
事
自
体
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
成
立
し
た
、
”
世
法
内
生
起
者
と
し
て
と
し
て
果
た
す
は
ず
の
役
割
“
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
そ
れ
で
は
、
第
三
点
、
正
三
に
「
職
分
」
と
い
う
発
想
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
　
す
で
に
、
「
四
民
」
が
「
万
民
」
で
あ
り
、
種
々
の
事
業
上
で
の
区
別
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
「
農
業
則
修
行
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
農
業
」
と
い
う
「
業
」
の
価
値
が
い
わ
ゆ
る
「
職
分
論
」
の
意
味
で
肯
定
さ
れ
一29一
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
て
い
る
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
厳
密
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
「
五
穀
を
作
出
し
て
仙
劉
、
万
民
の
命
を
た
す
け
、
虫
　
等
に
到
迄
　
。
し
と
　
誓
　
を
な
し
」
（
六
九
頁
）
と
い
う
そ
の
波
線
部
の
み
に
注
目
す
れ
ば
、
「
食
物
を
生
産
す
る
」
こ
と
に
、
人
間
社
会
に
と
っ
て
貢
献
す
る
農
業
労
働
の
積
極
的
価
値
を
見
出
だ
す
発
言
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
棒
線
部
に
も
注
目
す
れ
ば
、
「
五
穀
の
生
産
」
が
、
人
間
集
団
を
支
え
る
生
産
労
働
で
あ
る
事
自
体
に
お
い
て
価
値
が
あ
る
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
「
大
誓
願
を
な
し
…
他
念
な
く
農
業
を
な
さ
ん
に
は
」
と
い
う
、
い
わ
ば
条
件
付
き
で
、
農
業
活
動
を
す
る
こ
と
が
、
仏
業
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本
的
に
正
三
に
と
っ
て
、
「
渡
世
」
や
「
か
せ
ぎ
」
を
且
的
ど
レ
た
業
は
、
否
定
さ
れ
る
。
（
二
八
七
頁
他
）
つ
ま
り
、
人
の
営
み
と
し
て
の
生
産
労
働
や
商
業
活
動
自
体
の
価
値
を
人
間
共
同
体
の
社
会
的
分
業
の
意
味
で
積
極
的
に
意
義
付
け
る
、
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
職
分
」
の
発
想
で
は
な
い
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
尚
、
「
天
よ
り
授
給
へ
る
役
人
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
正
三
の
思
惟
を
天
職
論
の
一
類
型
と
す
る
見
方
が
あ
る
が
、
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
じ
く
天
に
基
づ
く
「
分
」
と
い
う
構
造
と
は
い
え
、
正
三
の
「
天
（
天
道
）
」
の
理
解
に
は
独
自
の
意
味
が
認
め
ら
れ
、
又
、
実
質
的
に
人
民
全
体
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
、
職
・
業
活
動
の
価
値
付
け
を
行
う
と
言
う
意
味
で
の
天
職
1
1
職
分
論
と
は
、
や
は
り
一
線
を
画
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
　
以
上
、
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
き
た
が
、
正
三
の
思
惟
は
、
「
四
民
」
「
家
職
」
「
役
」
「
分
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
は
い
る
も
の
の
、
厳
密
に
見
て
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
近
世
職
分
論
」
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
正
三
の
「
職
分
論
的
」
言
説
を
、
い
わ
ゆ
る
「
職
分
論
」
お
よ
び
、
い
わ
ゆ
る
「
天
職
論
」
と
区
別
す
る
た
め
に
、
「
役
」
に
よ
っ
て
身
の
分
際
を
表
示
す
る
言
説
と
い
う
意
味
で
、
「
役
・
分
」
論
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
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そ
れ
で
は
、
正
三
の
説
く
「
役
・
分
」
論
と
は
、
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
思
惟
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
正
三
自
身
の
思
想
的
文
脈
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
正
三
の
文
脈
と
は
、
「
四
民
日
用
」
が
『
万
民
徳
用
』
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
万
民
徳
用
』
は
、
「
修
行
の
念
願
」
「
三
宝
徳
用
」
「
四
民
日
用
」
の
三
作
か
ら
成
る
。
「
修
行
の
念
願
」
は
慶
安
五
（
一
六
五
〇
）
年
、
「
三
宝
徳
用
」
は
慶
安
三
（
一
六
四
八
）
年
、
「
四
民
日
用
」
は
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
三
作
は
、
本
来
別
々
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
正
三
の
死
後
、
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
、
刊
行
に
際
し
て
弟
子
に
よ
っ
て
一
書
に
編
さ
れ
た
も
の
で
　
　
お
　
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
テ
キ
ス
ト
的
に
は
、
正
三
の
自
身
の
文
脈
を
示
す
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
は
妥
当
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
正
三
の
生
涯
の
著
作
の
中
で
、
晩
年
の
円
熟
期
に
著
さ
れ
た
「
三
宝
徳
用
」
と
、
遺
著
と
も
い
う
べ
き
「
修
行
の
念
願
」
と
、
出
家
と
し
て
の
活
動
の
初
期
に
書
か
れ
た
と
は
い
え
、
生
涯
に
亘
っ
て
、
折
り
に
触
れ
て
「
其
用
ニ
ハ
四
民
杯
ガ
好
キ
」
（
二
三
二
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
自
身
が
、
行
法
や
説
教
の
手
控
え
と
し
て
用
い
た
「
四
民
日
用
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
『
万
民
徳
用
』
と
い
う
著
作
は
、
正
三
の
思
想
構
造
全
体
と
い
う
文
脈
を
了
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
正
三
の
「
役
・
分
」
論
は
、
『
万
民
徳
用
』
に
お
い
て
正
三
の
思
想
構
造
全
体
の
中
に
、
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
『
万
民
徳
用
』
に
倣
う
と
、
正
三
の
思
想
構
…
造
を
「
三
宝
徳
用
」
「
修
行
の
念
願
」
「
四
民
日
用
」
と
い
う
三
つ
の
位
相
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
三
宝
徳
用
」
の
位
相
と
は
「
仏
出
世
在
て
、
仏
法
僧
の
三
宝
を
世
界
に
施
給
」
（
六
三
頁
）
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
一
に
、
＝
仏
の
徳
用
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
「
世
界
の
た
め
」
「
国
土
万
民
の
た
め
」
と
い
う
こ
と
一31一
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そ
の
こ
と
と
表
裏
し
て
「
天
道
に
身
を
拡
つ
」
と
い
う
事
態
が
成
立
す
る
。
　
第
一
の
「
三
宝
徳
用
」
が
「
一
仏
の
徳
用
」
で
あ
る
と
は
、
「
本
覚
真
如
の
一
仏
、
百
億
分
身
し
て
、
世
界
を
利
益
し
た
ま
ふ
な
り
。
…
其
品
々
、
限
り
無
く
出
て
、
世
の
為
と
な
る
と
い
へ
ど
も
、
唯
是
一
仏
の
徳
用
な
り
。
」
（
七
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
　
一
仏
が
、
自
ら
の
身
形
の
現
れ
と
し
て
、
「
世
界
の
利
益
」
と
い
う
こ
と
を
現
じ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
、
世
界
に
施
さ
れ
た
利
益
と
は
「
三
宝
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
位
相
で
は
、
　
一
切
が
一
仏
の
ま
ま
に
、
　
一
仏
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
　
第
二
の
「
三
宝
徳
用
」
が
、
「
世
界
の
た
め
」
「
国
土
万
民
の
た
め
」
で
あ
る
と
は
、
「
此
身
を
世
界
に
拡
て
、
一
筋
に
国
土
の
た
碧
と
お
も
ひ
入
て
、
…
諸
人
の
心
に
叶
べ
し
と
誓
願
を
な
し
て
…
」
（
七
二
頁
）
「
鍛
冶
番
匠
を
は
じ
め
て
、
諸
職
人
な
く
し
て
、
世
界
の
用
所
、
調
べ
か
ら
ず
。
武
士
な
く
し
て
世
治
べ
か
ら
ず
。
農
人
な
く
し
て
世
界
の
食
物
あ
る
べ
か
ら
ず
、
商
人
な
く
し
て
世
界
の
自
由
、
成
る
べ
か
ら
ず
、
此
　
戸
有
　
業
出
来
て
、
　
の
た
め
と
な
る
。
天
地
を
さ
た
し
た
る
人
も
あ
り
。
文
字
を
造
出
し
た
り
人
も
有
り
、
五
臓
を
分
て
医
道
を
施
す
人
も
あ
り
。
ー
（
七
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
諸
々
の
事
業
が
現
に
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
全
て
が
「
世
界
の
た
め
」
「
国
土
万
民
の
た
め
」
と
し
て
あ
る
こ
と
に
お
い
て
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
三
宝
の
威
光
顕
、
国
土
明
に
し
て
、
衆
生
安
心
」
（
六
四
頁
）
と
呼
ば
れ
る
事
態
で
あ
る
。
　
「
天
道
に
身
を
批
つ
」
と
は
、
「
天
道
の
授
給
へ
る
役
」
と
表
裏
す
る
事
態
で
あ
る
。
「
此
売
買
の
作
業
は
、
国
中
の
自
由
を
な
さ
し
む
べ
き
役
人
に
、
天
道
よ
り
あ
た
へ
た
ま
ふ
所
也
と
思
定
め
て
、
此
身
は
天
道
に
任
て
、
得
利
を
思
念
を
休
、
正
直
の
旨
も
て
商
せ
ん
に
は
、
…
天
の
福
相
応
し
て
、
万
事
心
に
可
叶
。
」
（
七
一
頁
）
こ
の
事
態
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
先
の
第
二
の
位
相
に
お
け
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る
、
種
々
の
事
業
に
よ
る
世
界
国
土
万
民
の
た
め
」
と
い
う
諸
事
物
の
生
成
が
、
前
提
に
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
「
此
身
」
に
と
っ
て
第
二
の
位
相
は
「
天
道
の
授
け
給
へ
る
役
」
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
ま
た
「
身
」
は
、
も
と
よ
り
世
界
に
施
さ
れ
た
一
仏
（
三
宝
）
の
徳
用
（
第
一
の
位
相
）
で
あ
る
か
ら
、
身
が
身
で
あ
る
こ
と
は
、
「
拗
」
と
い
う
か
た
ち
で
の
立
ち
現
れ
以
外
に
あ
り
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
天
道
に
身
を
拗
つ
」
と
は
、
第
一
・
第
二
の
位
相
と
表
裏
し
、
世
界
即
法
界
了
解
を
前
提
に
し
た
、
天
道
（
世
界
即
法
界
）
寡
客
「
身
」
（
自
己
の
分
際
）
の
定
位
で
あ
る
と
言
え
よ
塑
　
「
修
行
の
念
願
」
の
位
相
と
は
、
「
な
し
た
ま
え
か
し
」
と
念
願
さ
れ
る
修
行
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
六
一
頁
）
。
三
宝
徳
用
と
は
異
な
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
目
の
当
た
り
に
さ
れ
て
い
る
の
は
「
出
離
の
修
行
な
き
と
き
」
（
六
三
頁
）
す
な
わ
ち
、
三
宝
が
現
れ
て
い
な
い
苦
界
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
常
に
未
だ
成
就
さ
れ
て
お
ら
ず
念
願
さ
れ
て
い
る
の
が
、
「
修
行
（
出
離
）
」
と
い
う
事
態
な
の
で
あ
る
。
念
願
さ
れ
て
い
る
修
行
と
は
、
　
一
切
衆
生
を
仏
弟
子
（
出
離
）
に
か
レ
た
歯
え
か
レ
、
万
民
の
悪
心
を
治
す
る
「
役
」
人
に
な
し
た
ま
え
か
し
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「
役
人
」
と
は
、
一
切
万
法
に
お
け
る
、
個
々
に
異
な
る
は
た
ら
き
を
意
味
す
る
。
世
界
の
有
様
は
「
万
物
一
体
な
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
は
た
ら
き
あ
り
」
（
五
六
頁
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
三
宝
」
の
位
相
に
照
ら
せ
ば
、
一
切
衆
生
（
1
1
四
民
（
万
民
）
）
に
対
し
て
誓
願
（
念
願
）
さ
れ
る
の
は
、
天
道
（
“
世
界
・
法
界
・
国
土
・
万
民
・
万
物
・
万
象
・
四
恩
・
物
）
に
、
「
身
」
を
任
せ
る
・
拡
つ
・
奉
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
「
四
民
日
用
」
の
位
相
と
は
、
「
な
さ
れ
る
業
」
は
種
々
だ
が
「
心
の
用
い
様
は
一
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
コ
つ
」
な
る
と
こ
ろ
は
、
「
此
身
を
天
道
（
等
）
に
弛
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
は
「
家
職
を
以
て
仏
道
に
入
る
」
「
奉
公
即
修
行
」
と
い
う
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
「
身
に
相
応
し
た
る
心
遣
」
（
七
四
頁
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
肝
心
な
の
は
、
「
身
」
の
分
際
は
そ
れ
ぞ
れ
異
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
身
に
相
応
の
心
遣
い
を
す
る
た
め
に
は
、
「
身
（
己
）
」
を
知
ら
一33一
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
身
」
は
、
世
界
の
中
に
お
い
て
刻
々
生
滅
変
化
し
つ
つ
あ
る
自
己
（
己
身
）
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
従
っ
て
「
身
」
を
知
る
こ
と
は
、
「
世
界
」
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
「
世
間
」
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
世
間
」
（
三
界
）
と
は
「
家
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
家
職
」
と
は
、
人
と
し
て
「
世
法
」
内
に
生
起
し
た
こ
と
に
お
い
て
、
生
起
し
た
と
い
う
事
自
体
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
成
立
し
た
「
役
」
を
意
味
す
る
。
世
法
内
生
起
者
で
あ
る
す
べ
て
の
も
の
の
果
た
す
は
ず
の
役
割
（
役
分
）
と
は
、
「
世
法
を
仏
法
に
な
す
」
と
い
う
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
仏
弟
子
た
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
世
界
（
此
身
）
に
三
宝
（
仏
身
）
は
、
す
で
に
施
さ
れ
て
い
る
の
に
、
煩
悩
業
苦
を
自
ら
起
こ
し
て
自
ら
の
身
を
苦
し
め
て
い
る
の
が
、
世
界
を
闇
に
し
て
い
る
此
身
の
現
状
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
（
此
身
／
世
界
）
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
、
そ
こ
（
此
身
／
世
界
）
で
出
離
の
修
行
を
す
る
ほ
か
な
い
。
従
っ
て
、
「
渡
世
」
す
る
・
「
家
職
を
勤
め
る
」
こ
と
に
お
い
て
「
世
法
を
以
て
成
仏
す
る
」
こ
と
こ
そ
が
、
「
仏
弟
子
」
と
し
て
す
で
に
あ
る
、
　
一
切
衆
生
の
「
役
・
分
」
な
の
で
あ
る
（
六
三
頁
）
。
　
こ
の
よ
う
に
、
「
万
物
一
体
」
「
自
他
無
差
別
」
の
と
こ
ろ
で
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
あ
る
」
（
五
六
頁
）
つ
ま
り
、
平
等
な
る
が
ゆ
え
に
差
別
が
あ
る
と
い
う
「
世
法
即
仏
法
」
の
事
態
を
、
人
々
の
営
み
の
集
合
体
（
人
間
社
会
）
と
い
う
当
面
の
問
題
関
心
で
語
る
と
「
四
民
日
用
／
万
民
徳
用
」
に
な
る
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
「
差
別
あ
り
」
を
語
る
た
め
の
言
説
で
は
な
い
。
差
別
を
固
定
化
し
て
秩
序
の
維
持
を
論
ず
る
文
脈
で
は
な
い
。
各
人
が
「
己
の
身
の
程
」
「
自
他
無
差
別
」
の
道
理
を
知
る
た
め
の
、
心
の
用
い
様
を
論
ず
る
文
脈
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
言
説
な
の
で
あ
る
。
根
源
的
に
は
仏
教
的
世
界
観
の
裏
付
け
を
も
っ
て
「
万
民
の
用
（
は
た
ら
き
）
」
を
眼
前
に
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
「
個
々
の
業
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
の
か
、
「
個
々
の
業
」
に
お
い
て
「
個
々
の
業
」
に
迷
っ
て
い
る
人
々
・
そ
の
結
果
「
万
民
の
用
」
に
迷
っ
て
い
る
娑
婆
世
界
に
、
そ
の
事
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
正
三
の
問
題
関
心
な
の
で
あ
る
。
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以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
正
三
の
「
役
・
分
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
「
万
民
修
行
論
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
従
来
、
「
四
民
職
分
論
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
き
た
、
正
三
の
思
惟
の
独
自
性
、
中
世
仏
教
的
言
説
と
は
異
な
る
意
義
が
見
失
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
「
法
華
経
」
の
有
名
な
治
生
産
業
の
す
べ
て
が
仏
行
と
い
う
言
葉
を
初
め
と
し
て
、
中
世
以
前
の
日
本
仏
教
に
も
世
俗
生
活
の
上
で
の
修
行
の
論
は
、
多
々
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
の
論
旨
を
前
提
に
し
た
上
で
、
あ
え
て
言
え
ば
、
や
は
り
「
四
民
日
用
」
圏
と
い
う
形
で
法
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
に
正
三
の
特
色
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
三
と
い
う
個
人
の
生
き
た
時
代
と
場
所
（
時
空
）
に
お
い
て
、
目
の
当
た
り
に
さ
れ
る
も
の
が
、
「
四
民
（
万
民
）
種
々
業
」
と
い
う
形
で
と
ら
え
ら
れ
る
、
人
の
世
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
正
三
は
こ
の
形
で
法
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
正
三
の
生
き
た
時
代
に
は
、
人
の
営
み
を
人
々
の
生
業
に
お
い
て
捕
ら
え
つ
つ
、
人
々
の
集
ま
り
に
つ
い
て
生
業
の
分
担
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
集
合
体
と
と
ら
え
る
思
潮
が
生
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
社
会
の
安
定
、
生
産
力
の
向
上
、
人
口
の
増
大
と
と
も
に
、
人
々
の
集
住
に
よ
っ
て
、
「
人
間
集
団
の
あ
り
か
た
」
と
い
う
こ
と
が
、
時
代
的
な
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
、
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
士
農
工
商
四
民
論
が
流
行
し
、
職
分
論
が
生
起
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
眼
前
の
事
態
（
世
法
）
に
対
応
し
て
、
正
三
の
言
説
は
成
立
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
、
治
生
産
業
に
お
け
る
仏
法
・
行
住
座
臥
に
お
け
る
修
行
を
問
題
と
す
る
大
乗
仏
教
・
日
本
仏
教
の
中
で
、
極
め
て
近
世
仏
教
的
対
応
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
又
、
近
世
に
お
け
る
仏
教
と
し
て
は
、
一
般
に
寺
檀
制
度
の
も
と
で
、
ま
さ
し
く
近
世
的
「
家
」
の
観
念
と
の
結
び
付
き
の
最
も
強
い
と
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思
わ
れ
が
ち
な
傾
向
の
中
で
、
人
々
の
一
般
的
思
惟
に
対
し
て
破
壊
的
に
ふ
る
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
し
か
も
「
家
」
の
観
念
か
ら
自
由
に
法
を
説
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
得
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
正
三
の
思
惟
の
近
世
仏
教
に
対
す
る
意
義
が
存
す
る
と
い
え
よ
う
。
　
そ
れ
で
は
、
こ
の
同
時
代
の
問
題
関
心
に
対
す
る
、
儒
教
、
神
道
、
心
学
な
ど
に
基
づ
く
、
他
の
職
分
論
と
比
べ
て
、
仏
教
的
思
惟
を
根
底
に
持
つ
正
三
の
思
惟
は
い
か
な
る
特
色
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
儒
教
的
思
惟
に
根
差
す
職
分
論
の
多
く
は
、
「
上
一
人
」
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
V
上
に
天
道
を
を
立
て
る
「
天
職
1
1
職
分
論
」
の
場
合
で
す
ら
、
「
人
間
は
万
物
の
霊
長
」
と
い
う
人
間
中
心
の
人
間
社
会
観
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
正
三
の
場
合
、
人
間
達
の
み
を
対
象
に
人
間
社
会
を
考
え
な
い
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
以
降
、
人
間
社
会
を
安
定
的
に
秩
序
立
て
て
維
持
す
る
こ
と
を
志
向
し
な
が
ら
、
様
々
な
レ
ベ
ル
の
人
間
社
会
的
矛
盾
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
近
世
社
会
に
対
し
て
、
仏
教
的
発
想
の
果
た
し
得
る
役
割
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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註
　
＊
鈴
木
正
三
よ
り
の
引
用
は
、
す
べ
て
鈴
木
鉄
心
校
訂
並
編
「
鈴
木
正
三
道
人
全
集
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、
1
9
8
8
年
）
よ
り
行
い
、
本
文
中
に
頁
数
の
み
記
載
す
る
。
　
　
（
1
）
　
深
谷
克
巳
「
公
儀
と
身
分
制
」
　
「
体
系
日
本
国
家
史
　
近
世
三
」
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
1
9
7
5
年
）
他
。
　
　
（
2
）
　
大
藤
修
「
身
分
と
家
」
　
「
講
座
日
本
近
世
史
3
　
幕
藩
制
社
会
の
構
造
」
第
四
章
（
有
斐
閣
、
1
9
8
0
年
）
他
。
　
　
（
3
）
　
佐
久
間
正
「
徳
川
期
職
分
論
の
特
質
」
源
了
圓
．
玉
懸
博
之
共
編
「
国
家
と
宗
教
」
　
（
思
文
閣
、
1
9
9
2
年
）
他
参
照
。
　
　
（
4
）
　
岩
田
浩
太
郎
「
総
論
　
正
当
性
と
世
界
像
」
　
「
新
し
い
近
世
史
5
一
　
（
人
物
往
来
社
、
1
9
9
6
年
）
、
平
石
直
昭
「
近
世
日
本
の
〈
職
業
〉
鈴木正三における「役・分」論（加藤）
（
5
）
（
6
）
（
7
）
A11
）
　　　　A　　　A
10　9　8
）　　　）　　　）
（
1
2
）
（
1
3
）
　17
）
　　　A　　A161514
）　　　）　　　）
観
」
東
大
社
会
科
学
研
究
所
編
『
現
代
日
本
社
会
4
歴
史
的
前
提
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
1
9
9
1
年
）
な
ど
。
　
近
津
経
史
「
鈴
木
正
三
の
職
分
仏
行
説
」
　
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
十
二
ー
二
、
1
9
6
4
年
）
を
代
表
と
す
る
。
近
年
で
は
、
倉
地
克
直
「
鈴
木
正
三
の
思
想
－
幕
藩
制
成
立
期
の
支
配
思
想
に
つ
い
て
の
一
つ
の
試
み
ー
」
　
（
『
日
本
史
研
究
』
1
5
5
号
、
1
9
7
9
年
）
、
大
桑
斉
「
幕
藩
制
仏
教
の
形
成
と
鈴
木
正
三
」
　
『
日
本
近
世
の
思
想
と
仏
教
』
　
（
法
蔵
館
、
1
9
8
9
年
）
な
ど
が
あ
る
。
　
峯
岸
賢
太
郎
『
近
世
身
分
論
』
　
（
校
倉
書
房
、
1
9
8
9
年
）
、
朝
尾
直
弘
「
近
世
の
身
分
と
そ
の
変
容
」
　
『
日
本
の
近
世
7
』
　
（
中
央
公
論
、
1
9
9
2
年
）
。
横
田
冬
彦
「
近
世
的
身
分
制
度
の
成
立
」
　
『
日
本
の
近
世
7
』
　
（
同
）
等
参
照
。
　
一
般
に
、
近
世
身
分
制
度
の
前
提
と
さ
れ
る
近
世
的
「
家
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
域
で
は
1
7
世
紀
前
半
に
は
じ
ま
り
、
1
7
世
紀
末
に
全
国
に
及
ん
だ
と
い
う
の
が
、
現
在
の
定
説
で
あ
る
。
　
（
竹
田
聴
洲
「
日
本
の
『
家
』
と
そ
の
信
仰
」
　
『
社
会
科
学
』
5
－
1
、
1
9
7
4
年
。
大
藤
修
「
近
世
に
お
け
る
農
民
層
の
『
家
』
意
識
の
一
般
的
成
立
と
相
続
」
　
『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
別
巻
第
十
二
集
、
1
9
7
5
年
。
大
桑
斉
『
寺
檀
の
思
想
』
教
育
社
歴
史
新
書
、
1
9
7
9
年
、
奈
倉
哲
三
「
商
人
的
「
家
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
成
と
構
造
」
　
『
日
本
史
研
究
』
2
0
9
号
、
1
9
8
0
年
。
）
　
前
掲
注
（
1
）
深
谷
論
文
参
照
。
　
前
掲
注
（
6
）
朝
尾
論
文
参
照
。
　
前
掲
註
（
6
）
横
田
論
文
参
照
。
　
笹
本
正
治
「
職
人
と
職
人
集
団
」
　
（
「
日
本
の
近
世
7
』
中
央
公
論
、
1
9
9
2
年
）
高
埜
利
彦
「
移
動
す
る
身
分
－
神
職
と
百
姓
の
間
」
（
同
）
参
照
。
　
宮
本
武
蔵
『
五
輪
書
』
地
の
巻
（
岩
波
文
庫
1
5
頁
）
、
井
原
西
鶴
『
日
本
永
代
蔵
』
巻
之
一
（
岩
波
文
庫
1
5
頁
）
な
ど
に
も
見
え
、
1
7
世
紀
の
一
般
的
用
例
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
「
古
者
有
二
四
民
一
、
有
二
士
民
一
、
有
一
商
民
一
、
有
一
農
民
一
、
有
二
工
民
一
。
」
　
『
春
秋
穀
梁
伝
』
　
「
士
農
工
商
、
四
民
有
業
」
　
「
漢
書
』
　
（
食
貸
志
上
）
　
石
田
梅
岩
『
都
鄙
問
答
』
巻
之
二
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
9
7
近
世
思
想
家
文
集
』
四
二
六
頁
）
　
前
掲
注
7
参
照
。
　
三
井
高
房
『
町
人
考
見
録
』
　
（
『
日
本
思
想
大
系
5
9
近
世
町
人
思
想
』
一
七
六
頁
）
　
石
田
梅
岩
「
都
鄙
問
答
」
巻
之
二
（
前
掲
書
四
一
〇
頁
）
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（
1
8
）
　21
）
A　　A2019
）　　　V
　　　　A2726
）　　　）
A　　　A　　　A　　　A
25　24　23　22
）　　　）　　　）　　　）
　
「
職
」
と
「
業
」
の
中
国
古
代
お
よ
び
日
本
近
世
に
お
け
る
使
用
例
は
、
前
掲
平
石
論
文
に
詳
細
な
考
証
が
あ
る
。
　
（
前
掲
注
4
平
石
論
文
参
照
）　
山
鹿
素
行
「
山
鹿
語
類
」
巻
二
十
一
（
「
日
本
思
想
大
系
3
2
山
鹿
素
行
ご
二
一
頁
）
　
荻
生
祖
徐
「
祖
裸
先
生
答
問
書
一
　
（
「
荻
生
祖
裸
全
集
」
巻
一
、
み
す
ず
書
房
）
　
若
尾
政
希
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
　
「
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
」
で
は
、
君
主
へ
の
忠
に
優
先
す
る
も
の
と
し
て
国
へ
の
忠
が
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
　
「
国
へ
の
忠
」
は
、
万
民
の
責
務
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、
　
「
庶
民
皆
業
々
在
リ
」
と
、
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
の
な
り
わ
い
に
専
心
す
る
こ
と
で
「
報
国
ノ
忠
」
を
尽
く
せ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
　
（
若
尾
政
希
「
「
太
平
記
読
み
」
の
歴
史
的
位
置
」
　
「
日
本
史
研
究
」
3
8
0
号
、
1
9
9
4
年
）
　
貝
原
益
軒
「
文
訓
」
序
（
益
軒
会
「
貝
原
益
軒
全
集
」
巻
之
三
、
二
八
九
頁
）
　
拙
論
「
鈴
木
正
三
の
仏
法
理
解
ー
出
家
・
戒
律
観
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
　
（
「
日
本
思
想
史
学
」
第
2
9
号
、
1
9
9
7
年
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
拙
論
「
鈴
木
正
三
に
お
け
る
『
天
道
」
」
　
（
「
日
本
思
想
史
学
』
第
2
7
号
、
1
9
9
5
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
「
鈴
木
正
三
道
人
全
集
」
三
三
四
頁
、
鈴
木
鉄
心
氏
解
説
に
よ
る
。
前
掲
注
2
4
拙
論
参
照
。
　
「
蓋
し
人
は
万
物
の
長
に
し
て
、
凡
そ
世
に
生
れ
立
て
る
者
、
を
の
を
の
其
身
に
応
じ
た
る
、
裁
成
相
輔
の
天
職
を
任
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
。
」
　
（
中
村
場
斎
「
詩
経
示
蒙
句
解
」
　
「
漢
籍
国
字
解
全
書
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
1
9
1
4
年
）
一38一
（
哲
学
科
　
助
手
）
